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研究成果の概要（和文）：本研究ではイヌの幼少期環境が成長後のストレス応答性及び行動特性に与える影響を
調べた。日本盲導犬協会で出産した母子を対象とし、出産前後の母イヌの尿中コルチゾールおよび養育行動を測
定し、母性因子の定量化を行った。仔イヌは軽い分離ストレスを時の尿中コルチゾール値を測定し、ストレス応
答の指標とした。仔イヌがパピーウォーカーを経て、訓練所に入所した際の尿中コルチゾールを測定し、新奇環
境ストレスの指標とした。また訓練士による気質評価を行った。その結果、母イヌの養育行動は幼少時のストレ
ス応答を解して、成長後の新奇環境への適応力に影響を及ぼし、訓練性や優位性など、成長後の気質にも関連す
ることを見出した。

研究成果の概要（英文）：We investigated the influence of maternal factors on stress reactivity and 
behavioral characteristics after growth in dogs. Mother dogs and their puppies who gave birth at the
 Japan Guide Dog Association were subjected. Urinary cortisol and maternal behavior of mother dogs 
were measured in order to quantify the maternal factors. Puppies' urinary cortisol levels were 
measured under mild isolation stress as an index of stress reactivity. Urinary cortisol was also 
measured when puppies entered the training center after coming back from puppy raisers, which was 
used as an index of stress reactivity to novel environment. We also conducted dog’s behavior and 
temperament assessment by trainers. As the results, we found that the maternal behavior from the 
mother dogs affected the puppies’ adaptability to the novel environment after growing up via the 
stress reactivity at the developmental periods, and also related to the temperament such as training
 ability and superiority after growth .

研究分野：動物行動学

キーワード： イヌ　発達　ストレス応答　母性因子　コルチゾール

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
霊長類やげっ歯類など多くの哺乳類にお
いて母親の存在や幼少期環境がストレス応
答性の発達と成長後の行動に影響を及ぼす
ことはよく知られており、イヌにおいても同
様のメカニズムが存在することが考えられ
る。このことから、発達期から成長後まで、
イヌのストレス応答性の発達を明らかにす
ることは、イヌが人間社会へより順応し、共
存関係を構築していくために重要といえる。
これまで私たちは、イヌの内分泌的ストレス
応答が生後 5週齢から発達することを明らか
にしてきた。しかし、発達期のストレス応答
性と成長後のストレス応答性との間、あるい
は行動特性との間に関連があるかどうかは
明らかになっていない。また、母イヌが仔の
ストレス応答性の発達に及ぼす影響も不明
である。ストレス応答性に影響を及ぼす因子
を明らかにすることはイヌの生育環境の改
善や成長後の問題行動が原因の遺棄・殺処分
の減少のみならず、飼い主の QOL の工場に
もつながると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では母子間行動と発達後の行動内
分泌学的特徴の関連性を明らかにすること
を目的とし、以下２点を調査した。①ストレ
ス応答性及び行動特性について発達期と成
長後の関連性を調査した。発達期の尿中コル
チゾール値と行動、成長後の尿中コルチゾー
ル値と行動の計 4つの指標を用い、それぞれ
の相関解析を行った。②母イヌが及ぼす仔の
ストレス応答性及び行動特性への影響を調
査した。発達期の母性行動と母イヌの出産前
後の尿中コルチゾール値の関連性を調べ、さ
らに発達期の母性行動及び母イヌの出産前
後の尿中コルチゾール値と成長後の行動と
の関連性を調査した。 

 
図 1 幼少期環境が成長後の気質に与える影響の概念図 
 
３．研究の方法 
本研究は 2009年に開始し、（公財）日本盲
導犬協会の協力のもと、400 頭近い仔イヌへ
実験を行った。最終的な解析には 2010 年か
ら 2015 年に日本盲導犬協会富士ハーネスで
生まれ、産子数が 5～9 頭であった母イヌの
仔、144頭を用いた。 
実験 1では、母性行動との関連性を調査す
るため、母イヌの養育行動の様子をビデオ録
画し、解析を行った。解析項目は、接触(過半
数以上の仔が母イヌに接触)、授乳、舐め(母
イヌが仔を舐める)、授乳＆舐め(授乳しなが
ら仔を舐める)をそれぞれ示した時間を測定
した。生後 1,2,4,6日目の解析結果の平均値を

1 週目の母性行動とし、7 日目以降は 1 週間
置きに、仔が 5週齢になるまで解析を行った。
また、出産予定日 3週前から出産の 6週後ま
で毎週採尿し尿中コルチゾールを測定し、ス
トレスの指標とした。 
実験 2では、仔イヌの内分泌発達を調査す
るため、ストレス内分泌応答性が発達し始め
る 5週齡時、または発達した後の 7週齡時に、
5 分間クレートの中に 1 頭で過ごす分離実験
を行った。分離前後の尿中コルチゾール値を
RIA法により測定し、各個体における発達期
の内分泌的ストレス応答性の指標とした。ま
た、分離中のクンクンと鼻を鳴らすように鳴
く「whining」とギャンギャンと吠える
「yelping」を示した時間を測定し、行動的ス
トレス応答性の指標とした。 
実験 3では、自律歩行が可能になる 4 週齢
以降毎週、母イヌ不在時にイヌ用玩具を用い
て同胎の仔イヌ同士の遊び行動中の他個体
と遊ぶ、同調する、接する等の親和的行動と
他個体への攻撃、玩具への専有性等を観察。
仔イヌの親和性の指標とした。 
実験 4では、仔イヌの成長後のストレス応
答性の定量化を行った。これらの仔イヌは 8
週齢から 1 歳齢まで一般家庭で過ごした後、
盲導犬訓練施設へ入所した。成長後の内分泌
的ストレス応答性の指標は、一般家庭から訓
練施設へと飼育環境が変化し、新奇環境スト
レスを受けると考えられる入所後 2週間の尿
中コルチゾール値とした。入所後の尿中コル
チゾール値は因子分析することで、入所後
3,4,5 日目と 8,9,12,13 日目の 2 因子に分ける
ことができた。このことから、それぞれの因
子の平均尿中コルチゾール値を「前半値」「後
半値」とし、さらに「順応率」（(前半値－後
半値)／前半値）を求めた。成長後の行動特性
の指標には、盲導犬訓練中の稟性評価を用い
た。18項目で構成されていた稟性評価は、因
子分析により「感受性」「警戒性」「訓練性」
「優位性」の 4因子に分けられ、解析には因
子スコアを用いた。 
実験 1～4 で得られたデータを用いて、相
関解析および共分散構造分析を用いて、幼少
期環境が成長後のストレス応答性や気質に
与える影響を調べた。 

図 2 研究の全体像 
 
４．研究成果 
実験で得られた発達期のストレス応答性、成
長後のストレス応答性、成長後の行動特性に
おける全ての指標、および体重データについ
て相関解析を行った。その結果、発達期に関
しては、7 週齡における分離実験時の尿中コ
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ルチゾール値と yelping に正の相関が見られ
た。成長後に関しては入所後尿中コルチゾー
ル値と警戒性、優位性に正の相関、訓練性と
負の相関が見られた。また、5 週齡・7 週齡
における尿中コルチゾール値と成長後にお
ける尿中コルチゾール値に正の相関、7 週齡
時の yelpingと警戒に正の相関、5週齡・7週
齡における尿中コルチゾール値と警戒性に
負の相関が見られた。さらに、生後 1 日～7
週齡までの体重は、それぞれいくつかの項目
と相関関係を示したが、相関係数が 0.4 以上
であった項目は 5週齡時の尿中コルチゾール
値との正の相関、5 週齡時の whining との負
の相関、yelping との正の相関のみであった。
この解析から、発達期と成長後のストレス応
答性及び成長後のストレス応答性には関連
性が存在することが明らかになった。また、
体重との相関も見られ、体成長と内分泌応答
さらには行動の発達が関連することが示さ
れた。 
これらの結果をもとに、次に、成長後の内
分泌的ストレス応答性と成長後の行動特性
が母性行動、体重、7 週齡時のストレス応答
性の影響をどの程度受けているか、その因果
関係について調べた。因子分析を行った後に、
得られた因子スコアを用いて、共分散構造分
析を行った。その結果、1 週目の母性行動が
7 週齡のコルチゾール値に正の影響を及ぼす
こと、7 週齡のコルチゾール値が成長後のコ
ルチゾール値に正の影響を及ぼすこと、４週
目の母性行動が訓練性を正の影響を及ぼす
ことが明らかとなった。 
また、1 週目の母性行動は 7 週齡までの体
重、7 週齡時のコルチゾール値を介して成長
後尿中コルチゾール値および優位性に影響
を及ぼすことが示された(図 3)。また、4週目
の母性行動は成長後の訓練性に直接影響し
た（図 4）。上記の幼少期要因によって成長後
の新奇環境下のコルチゾール値の 77％、行動
特性因子の訓練性を 43％、優位性を 44％説
明することができた。 
 

図 3 幼少期環境が成長後の新奇環境下でのストレス

応答に与える影響 

図 4 幼少期環境が成長後の行動特性に与える影響 
 
以上のことから、1 週目の母性行動の影響
を受け、7 週齡時のストレス応答性が形成さ
れ、それは成長後も一貫した傾向を維持する
こと。さらに 4週目の母性行動が成長後の訓
練性を規定することが明らかになった。本研
究で得られた結果より、母性行動を始めとす
る発達期に形成されたストレス応答性が、成
長後のストレス応答性と行動特性を一部予
測できることが示された。 
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